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  会報 休刊＆発行日変更のお知らせ

　本所会報「The Chamber News」を、お読み下

さりありがとうございます。

　例年によって、来月号（平成26年12月号）は休刊

とさせていただき、１月号は発行日を1月15日より

１月初旬に変更して、新年号として発行致します。

平成 27 年 1 月初旬に発行される The Chamber 
News －がまごおり－ 新年号で、紙上名刺交換を
行います。掲載を希望される方は、蒲郡商工会議所
広報担当までご連絡下さい。

　1マスの大きさ：縦 4.5cm、横 3.0cm
　掲載料：１マスにつき 2,000 円
　締　切：11 月 28 日（金）

■お問合せ　蒲郡商工会議所広報担当　℡：0533-68-7171

恒例の商工会議所平成二十七年新年交礼会を、次のとおり開
催しますので、ご出席くださいますようご案内申し上げます。

　日時：平成 27 年 1 月 7 日（水）正午より
　場所：本所　コンベンションホール
　会費：1名様　2,500 円（当日ご持参ください）
ご出席いただける場合は、ご一報頂ければ、正式なご案内
を送付いたします。

■お問合せ　蒲郡商工会議所　℡：0533-68-7171

新年交礼会開催のご案内
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コンベンションホール

■お問合せ　会館担当　℡ 0533-68-7171　

会議室等利用料

■会議室利用料金表（会員）           （単位：円  消費税込）

■設備・備品利用料金表

設備・備品名称 利用料金

音響システムA 2,700

音響システムB（ホールB専用） 2,160

常設プロジェクター 3,240

常設スクリーン 2,160

ワイヤレスアンプ 540

レクチャーアンプ 1,080

プロジェクター 2,160

スクリーン 540

TVモニター 1,080

BDプレーヤー 1,080

DVDプレーヤー 1,080

VHSプレーヤー 1,080

音響システムC（特別会議室1専用） 3,780

音響システムD（イベントホール専用） 2,160

金屏風 2,160

インターネット接続 2,160

追加机（当日空室のある場合） 270

追加椅子（3脚）（当日空室がある場合） 270

■設営撤収時間・料金表

会議室等名称
設　営 撤　収 設営・撤収

時　間 料　金 時　間 料　金 時　間 料　金

コンベンションホール 1時間15分 1,350 45分 810 2時間 2,160

コンベンションホールA 45分 810 30分 540 1時間15分 1,350

コンベンションホールB 30分 540 20分 270 50分 810

201会議室・205会議室 15分 270 15分 270 30分 540

202.203/203.204会議室一括 15分 270 15分 270 30分 540

202.203.204会議室一括 30分 540 20分 270 50分 810

会議室等名称
料金

区分

利用料金

午　前
9:00 ~12:00

午　後
13:00 ~17:00

夜　間
18:00 ~ 22:00

コンベンション
ホール

平日 23,220 25,650 28,350

休日 27,860 30,780 34,020

コンベンション
ホールA

平日 17,010 18,630 20,520

休日 20,410 22,350 24,620

コンベンション
ホールB

平日 9,180 10,260 11,340

休日 11,010 12,310 13,600

101会議室
平日 2,700 3,240 3,510

休日 3,240 3,880 4,210

201会議室
平日 4,590 5,130 5,670

休日 5,500 6,150 6,800

202/203/204
会議室

平日 3,240 3,510 4,050

休日 3,880 4,210 4,860

202.203/203.204
会議室一括

平日 5,670 6,480 7,290

休日 6,800 7,770 8,740

202.203.204
会議室一括

平日 7,560 8,640 9,450

休日 9,070 10,360 11,340

205会議室
平日 4,050 4,590 5,130

休日 4,860 5,500 6,150

イベントホール
平日 9,180 10,260 11,340

休日 11,010 12,310 13,600

特別会議室1
平日 12,960 14,310 15,930

休日 15,550 17,170 19,110

特別会議室2
平日 4,590 5,130 5,400

休日 5,500 6,150 6,480

301会議室
平日 2,700 3,240 3,510

休日 3,240 3,880 4,210

厳しい経済環境の中、企業が存続し、成長・発展していくためには、何よりも人材の育成が欠かせません。本所ではこのような情勢を踏
まえ、G. アカデミーを開設し、経営者から従業員までの各人の能力開発を促すための人材育成セミナー・講座等を数多く開催しております。
また、G. アカデミーメンバー登録をいただくと、最新の人材育成セミナー情報・地域情報満載のメールマガジン配信サービスや、セミナー
DVD・CDレンタルが無料で利用することができます。この機会に、人材育成セミナーへの参加及びメンバー登録をお願いいたします。

■今後のセミナー開催予定

人材育成セミナーのご案内

危ない取引先を決算書から簡単に見抜くテクニック

日 時
11月18日（火）
13：30～ 16：30

主な対象者 管理職・経営者 ■セミナーのポイント

取引先の経営状況をしっかりと把握し、貸し倒れを出さな
いことは、新規開拓にも匹敵するものであり、与信管理の
強化はリスクマネジメントの最重要課題です。講師が誰に
でも簡単にできる分析手法を使って、危ない取引先の決算
書の動きや、粉飾方法の見抜き方を伝授致します。

講 師
財務リスク研究所㈱
代表取締役　横山 悟一 氏

場 所
蒲郡商工会議所
202~204 会議室

受講料
会　員：2,000 円
非会員：4,000 円

201会議室 特別会議室1

蒲郡商工会議所会館では、少人数での打合せや大規模な集会、商品

展示会など様々な用途にご利用いただけます。また、音響・映像・

会議システムなど各種機器を取り揃えて、会員各位のご利用をお待

ちしております。お気軽にお問い合わせ下さい。

（単位：円  消費税込）

（単位：円  消費税込）
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集まろう！ 学ぼう！
地域経済活性化の担い手として常に注目される団体であり続けるために

　「集まろう！　学ぼう！」をスローガンに掲げる蒲郡
YEGにおいて、学ぶ事について考える機会として、市
の教育行政の第一人者である廣中達憲教育長を講師に
お招きした例会を、去る 10 月 14 日に開催しました。
　廣中教育長からは、自分らしさ・個性・自主性追求
の反省、チームとしての学級の再生と広がり、コミュ
ニケーシヨン・協働による結びつき等のキーワードを
元に、教育現場での実感と考え方についてお話をいた
だきました。

　間近に迫った全国ご当地うどんサミットを控えて、
会員の結束力により大会を成功に導く事を目指し、全
国ご当地うどんサミットを特別例会に格上げするため、
臨時総会を開催致しました。
　総会内では、小林英一郎会長自身より「蒲郡YEGと
して過去に例のない規模の事業に向けて、全員の力が
必要。今年のスローガンにもあるように今こそ集まっ
て欲しい。」と語りかけられ、満場一致の拍手をもって
承認されました。成功に向け、一丸となって取り組ん
で参ります。

　冬のときサタ実行委員会（委員長：小林英一郎・蒲
郡YEG会長）は、蒲郡の夏を象徴する催事「蒲郡まつ
り」に対し、本事業が冬を象徴する催事となる事を目
指し、蒲郡駅周辺のイルミネーションを市民参加で拡
大し、市制 60 周年に相応しい彩りと賑わいを創出する
事を目的に発足したプロジェクトチームです。
　昨年度「市民による願いのツリープロジェクト」と
して実施された同事業に蒲郡YEGが参画し、さらにス
ケールアップした「冬のときめきサタデー」として、生
命の海科学館周辺にて開催します。
　今年の目玉は高さ 5ｍ級の大型シンボルツリーで、
市民一人一人の願いを込めたペットボトルは 2,000 を超
え、平成 26 年 11 月 29 日より平成 27 年 1 月 17 日まで
の期間点灯します。また、点灯式に合わせたイベント
には、商工会議所会員企業らによる温かい冬の蒲郡グ
ルメを集めた「しるもんサミット」、お祭りならではの
遊べる屋台、会場を盛り上げるダンス・ゴスペル・大
道芸等のステージイベントに、日本有数のバリトン歌手
堀内康雄先生による音楽講座や、愛知工科大学の協力
によるプロジェクションマッピングも実施するなど、冬
ならでは、蒲郡ならではの楽しい企画となっています。

● 11 月第 2例会「冬のときめきサタデー」
日時：11 月 29 日（土）16：00 ～ 20：30
会場：蒲郡情報ネットワークセンターおよびその周辺

次回例会

10月例会「廣中達憲教育長 講演会」
蒲郡市における教育行政について学ぼう

１１月第２例会「冬のときめきサタデー」
キラキラきらめく、冬の蒲郡まつりが始まる

臨時総会を開催
全国ご当地うどんサミットに向け一丸に

廣中達憲教育長　講演風景

臨時で開催された総会にてあいさつをする小林英一郎会長
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　平成 26 年度第 2四半期（H26 年 7 ～ 9 月）の実績と、

平成 26 年度第 3四半期（H26 年 10 ～ 12 月）の見通しに

ついて景況調査を実施しました。概要は以下の通りです。

▽　　　　▽

　消費税増税直後の前期に比べ、幾分和らいだ結果と

なったが、全業種では変わらず厳しい状況であった。

鉄工関係が堅調な一方で、9月の円安を受けて原材料高

による利幅縮小を訴える声も多く、また数年続いた猛

暑に比べ、今年は冷夏となり関連商材等の荷動きは鈍

かった。例年、最も活況を呈する高い年末の来季に向け、

消費全体の底上げが期待される。

概　　況

　全業種総合判断 DI 値（当期実績）は、前期比は△

27.0、前期実績（4 ～ 6 月△ 27.7）に比較すると 0.7 ポ

イントの上昇、改善の傾向が見られ、前年同期比では△

22.5、前期実績（4～ 6月△ 18.8）と比較すると 3.7 ポイ

ントの下降、悪化の傾向が見られた。売上ＤＩ値につい

ては、前期比で△ 17.1、前期実績（4～ 6 月△ 22.8）に

比較すると 5.7 ポイントの上昇、改善の傾向が見られた。

収益ＤＩ値については前期比で△ 29.7、前期実績（4～

6月 ･△ 30.6）と比較すると 0.9 ポイントの上昇、改善の

傾向が見られた。総合判断来期（H26.7 ～ 9）見通しに

ついては△ 2.7、今期の実績（全業種（当期実績）前期

比 △ 27.0）と比較する 24.3 ポイントの上昇であった。

◎全業種DI 推移

製造業　食料品は採算性は深刻な状況にあり、原材料

価格の上昇を訴える企業が多い。織物は、多重織りが

順調だが 9月はシーズンオフで一段落。また、インテ

リア関係は、品質向上要求が高く、対応できる機屋が

限定される。車両関係は昨年比で半数以下。漁網 ･ロー

プでは漁網は不調。建設は好調。土木・スポーツ関係

は例年並み。鉄工のうち、工作機械関係の国内生産は

順調に推移し、蒲郡管内においても比較的堅調。自動

車関係は、トヨタの国内日当たり生産は 13,000 台水準

と堅調に推移した。化学 ･プラスチックのうち、化学

は中国向け輸出が回復し、原料価格上昇も一服。プラ

スチックは 7～ 8月は昨年並みも、9月の急激な円安で

原料単価上昇の気配。

建設業　前期比で動き出るも建設資材高騰や人材不足気

味で工事受注が限定される状況は続く。

卸売業　繊維卸は、産業資材関連で消費税アップの 4～

6 月の荷動きダウンに続き、冷夏で荷動きも鈍るなか、

価格転嫁も進まない。寝装関連でも消費税導入後の商況

が回復せず。また気候変動により夏物が例年に比べ低調

だった。衣料関連においては天候不順により店頭が売れ

ていないため、売上は昨年対比ダウン。売れ筋商品が見

当たらないが、ニット、レース素材は比較的健闘。

小売業　消費税の影響か、ライフスタイルの変化か、消

費者志向が変化しており、売れる商品が変化している実

感。石油等その他小売での石油価格はイラク情勢の緊張

緩和・米景気の低迷等の影響で徐々に値を下げた時期で

あった。

サービス業　旅館関係は、宿泊者数は、当地のトップシー

ズンである夏場に前年対比で減少。USJ ハリーポッター

イベントや、あべのハルカス等、関西で集客力の高い事

業が集中しターゲット層が流れた事も要因の１つか。

運輸通信業　貨物輸送は、三菱自動車の完成車輸出は平

均月間 6,500 台と輸出は好調。バス業界関係での旅行バ

スは燃料高騰で利幅減乗務員数不足でコスト増加傾向。

日帰りツアーは好調だが、旅行内容は縮小化傾向で、天

候不順・伝染病等による中止・キャンセルも見られた。

設備投資状況　30 事業所（48 件）で設備投資が実施され、

生産設備他に投資された。来期は 28 事業所（38 件）が

設備投資を計画している。

経営上の問題点　売上の停滞・減少、利幅の縮小、原材

料（燃料）高、競争激化、人手不足が項目別で上位を占

めていた。

― 蒲郡商工会議所景況調査 ―

前期比でやや改善も厳しい状況
来期の好転を期待

〔設備投資動向〕＜今期（H26.7 ～ 9月）設備投資実施状況　全業種＞

〔設備投資計画〕＜来期（H26.10 ～ 12月）設備投資計画　全業種＞
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「小規模基本法」、「小規模基本計画」ができました！
～今後の小規模企業支援の動き～

　本年 6月 20 日に「小規模企業振興基本法（以下、小規模基本法）」が成立、同法に基づき、10 月 3 日、「小規

模企業振興基本計画（以下、小規模基本計画）」が閣議決定されました。

　小規模基本法は、中小企業基本法が成立して以来 51 年ぶり、経済産業省にとって戦後 2本目となる基本法で

あります。また、小規模基本計画は、小規模基本法に定められた小規模企業の振興に関する施策を総合的かつ計

画的に推進するため策定されたものです。小規模基本法と小規模基本計画の概要につきましてご説明します。

Ⅰ．小規模基本法とは？

小規模企業は、人口減少、高齢化、海外との競争の激化等、経済の構造的変化に直面しています。他方、日本全

国に景気の好循環を浸透させ、地方に強靱で自立的な経済を構築するためには、雇用を支え、新たな需要にきめ

細かく対応できる小規模企業の役割が重要です。小規模基本法は、こうした認識の下、小規模企業を中心に据え

た新たな施策の体系を構築するために策定されました。ポイントは以下の 3点です。

【ポイント1】小規模企業振興についての「基本原則」が定められた
小規模企業の振興についての基本原則として、中小企業基本法における「成長発展」という理念に加えて、地域

で雇用を維持するといった ｢事業の持続的発展 ｣という理念が位置づけられました。

また、個人事業者をはじめとする従業員が５人以下の事業者を「小企業者」とし、その円滑かつ着実な事業運営

について配慮する旨が定められました。

【ポイント2】政府が「小規模基本計画」を策定することが定められた
政策の継続性・一貫性を担保する仕組みを作るため、小規模企業施策の体系を示す 5年間の小規模基本計画を策

定するとともに、小規模企業の動向および小規模企業の振興に関して講じた施策に関する報告を国会に提出する

こととされました。

【ポイント3】「４つの基本的施策」が定められた
小規模企業の振興に関して国が実施すべき基本的施策として、以下の 4つが定められました。

　①需要を見据えた経営の促進

　②新陳代謝の促進

　③地域経済の活性化に資する事業活動の推進

　④地域ぐるみで総力を挙げた支援体制の整備

Ⅱ．小規模基本計画とは？

小規模基本法に基づき、小規模企業の振興に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図り、一貫かつ継続した方

針の下、必要な施策を重点的かつ効果的に実行することを担保するために策定されました。小規模基本法におけ

る「4つの基本的施策」を目標とし、その実現に向けた「10 の重点施策」を実施していくとしています。

　とりわけ、「（重点施策 9）支援体制の整備」には、「商工会議所等は、自らの強みである伴走型の支援の特色

を生かして、小規模企業の目線に立ちつつ、きめ細かい支援を行うことが求められる」と記載されるとともに、「小

規模企業振興において支援機関の果たす役割が重要であることから、国、都道府県、市区町村は、商工会議所等

支援機関の機能を十分に引き出せるよう、それぞれ配慮する」とされております。

（目標 3） 地域経済の活性化に資する事業活動の推進に係る重点

施策

　　　   （重点施策 7）地域経済に波及効果のある事業の推進

　　　　（重点施策 8）地域のコミュニティを支える事業の推進

（目標 4） 地域ぐるみで総力を挙げた支援体制の整備に係る重点

施策

　　　　（重点施策 9）支援体制の整備

　　　　（重点施策10） 手続きの簡素化・施策情報の提供

「４つの目標」と「１０の重点施策」

（目標 1）需要を見据えた経営の促進に係る重点施策

　　　   （重点施策 1）ビジネスプラン等に基づく経営の促進

　　　   （重点施策 2）需要開拓に向けた支援

　　　   （重点施策 3）新事業展開や高付加価値化の支援

（目標 2）新陳代謝の促進に係る重点施策

　　　   （重点施策 4）起業・創業支援

　　　   （重点施策 5）事業承継・円滑な事業廃止

　　　　（重点施策 6）人材の確保・育成
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Ⅲ．今後の小規模企業支援の動き

中小企業庁は、小規模基本計画の実現に向け、平成 27 年度概算要求において小規模事業対策予算を大幅拡充す
るなど、施策の充実を図っています。特に、商工会議所等の伴走支援を通じた事業計画の策定・実行支援や小規
模事業者の販路開拓に対する予算等が拡充されています。

－出典－  中小企業庁資料を加工

平成26年度

１９億円

平成27年度

６８億円
約３．６倍

【中小企業庁】小規模事業対策推進事業予算（要求）額

・ 商工会議所等の伴走型支援を通じ、需要を見据えた事業計画の策定・実施を推進。また、小規模事業者が、経営

計画に基づき販路開拓に取り組む費用を支援。

・地域の特色を活かした特産品開発・販路開拓や観光集客などの取組を支援。

（小規模事業対策推進事業の概要）

お客様に安心と安全を提供します。

弁理士（特定侵害訴訟代理業務可能）

理事長 竹 田 知 史
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～この三河産地で棉を栽培し、製品化するメイド・イン・ミカワの三河木綿プロジェクト～
Facebook ページ「ミカワ・コットン・プロジェクト in 蒲郡」で発信中！

　

三
河
・
知
多
地
域
を
中
心
と
し
た

中
小
企
業
の
受
注
機
会
の
増
大
及
び

新
規
取
引
先
の
開
拓
を
図
る
た
め
、

三
河
・
知
多
地
域
の
各
商
工
会
議
所

と
共
催
で
、
左
記
の
と
お
り
商
談
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
を

発
掘
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

是
非
こ
の
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時

　

平
成
27
年
2
月
17
日
（
火
）

　

午
後
1
時
〜
午
後
5
時
10
分

■
開
催
場
所

　

刈
谷
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　

『
あ
い
お
い
ホ
ー
ル
』

■
参
加
費

　

無
料

■
募
集
企
業
（
予
定
）

　

１
５
０
社
（
愛
知
県
内
に
事
業
所

　

が
あ
る
中
小
企
業
者
に
限
る
。）

　

※
平
成
26
年
11
月
17
日
（
月
）

　

か
ら
平
成
26
年
12
月
12
日
（
金
）

　

ま
で
受
付
。

■
参
加
発
注
企
業
（
予
定
）

　

50
社

■
商
談
方
法

　

発
注
企
業
と
受
注
企
業
の
個
別
面

　

談
（
1
回
の
面
談
時
間
25
分
）

■
申
込
締
切

　

平
成
26
年
12
月
12
日
（
金
）

■
お
申
込
み
・
お
問
合
せ

　

（
公
財
）
あ
い
ち
産
業
振
興
機
構 

　

℡
：
０
５
２-

７
１
５-

３
０
６
８

『雇うことは、加入すること。』
人を雇うということは、その人はもちろん、その人の家族も守るということ。

労働保険の加入は、経営者の義務であり責任です。

１０月３１日（１９２日目）

今日は、秋晴れ。気持ちのいいお天気です。

とよおか湖近くの棉畑では、グリーンのコットンボールが一面に

見られます。今にもはじけそうです。棉の収穫が楽しみです。

商工会議所でもプランターで棉の栽培をしています。

こちらにお越しの際は、是非ご覧下さいね♪

地
域
商
談
会
（
三
河
・
知
多

会
場
）
受
注
企
業
の
参
加
を

募
集
し
ま
す
。

「労働保険」とは、労災保険と雇用保険とを総称した名称です。
労働保険は、労働者（パートタイマー、アルバイトを含む）を一人でも雇えば、業種・規模の如何を問わず労働
保険の適用事業となり、事業主は加入で続きを行わなければなりません。（農林水産の一部の事業は除きます。）

■お問合せ　蒲郡商工会議所　労働保険事務組合   TEL：0533‒68‒7171
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愛
知
県
で
は
、
産
業
活
動
の
発
展

と
地
盤
沈
下
の
防
止
の
た
め
、
昭
和

36
年
か
ら
工
業
用
水
道
の
給
水
を
開

始
し
、
現
在
で
は
32
市
町
村
を
4
つ

の
事
業
に
分
け
、
木
曽
川
、
矢
作
川
、

豊
川
の
各
水
系
の
ダ
ム
を
水
源
と
し
、

373
事
業
所
（
平
成
26
年
4
月
1
日
現

在
）
に
1
日
当
た
り
約
123
万
㎥
の
（
ナ

ゴ
ヤ
ド
ー
ム
の
容
積
と
ほ
ぼ
同
じ
）

工
業
用
水
道
を
給
水
し
て
い
ま
す
。

　

当
地
域
で
は
、
宇
連
ダ
ム
を
水
源

と
す
る
東
三
河
工
業
用
水
道
事
業
に

よ
り
、
昭
和
45
年
か
ら
蒲
郡
地
区
の

事
業
所
に
給
水
を
開
始
し
、
そ
の
後
、

豊
橋
・
田
原
地
区
、
御
津
地
区
を
給

水
対
象
に
加
え
、
平
成
26
年
4
月
現

在
で
は
、
蒲
郡
市
を
始
め
4
市
に
立

地
す
る
54
事
業
所
と
1
日
当
た
り
約

8
万
㎥
の
給
水
契
約
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
蒲
郡
・
御
津
地
区
に
は
、

20
事
業
所
と
1
日
当
た
り
約
2
万
㎥

の
給
水
契
約
を
し
、
繊
維
工
業
を
始

め
食
品
製
造
業
、
化
学
工
業
等
、
多

種
多
様
の
企
業
に
お
い
て
ボ
イ
ラ
ー

用
水
、
冷
却
水
、
洗
浄
用
水
な
ど
に

ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

工
業
用
水
は
水
道
水
と
異
な
り
、

ろ
過
や
塩
素
処
理
を
行
っ
て
お
ら
ず
、

そ
の
分
安
価
に
受
水
で
き
ま
す
。
安

定
し
た
水
量
、
水
質
、
安
い
料
金

（
32
円
／
㎥
）
の
工
業
用
水
道
を
是
非

ご
利
用
下
さ
い
。

■
お
問
合
せ

愛
知
県
東
三
河
水
道
事
務
所

配
水
課
（
送
水
・
配
水
グ
ル
ー
プ
）

℡
：
０
５
３
２-

６
１-

２
８
３
９

日商PC検定（データ活用）Basic 級

検定試験 合格者の声 ※学年表示は受験当時（平成 26年 8月実施）の学年です。

石川 貴恵さん　 塩津小学校 4年生
初めて合格できたのでうれしかっ
たです。

石川 結貴さん　 塩津小学校 5年生
わからない問題もあったけど、見
直しをしっかりやってよい点がと
れました。

平野 怜さん　  形原小学校 4年生
試験の時に緊張して図形を拡大するやり方を一
瞬忘れてしまいあせりましたが、合格出来てよ
かったです。

日商PC検定（文書作成）3級

日商 PC検定（文書作成）Basic 級

市川 太智さん　蒲郡中部中学校 3 年生
知識科目で失敗しそうだったけれ
ど、合格出来てうれしいです。

佐藤　凜さん　 蒲郡中学校 2年生
苦手な項目だったけれど練習の成果が出てよ
かったです。

試験会場：グッドラック教育センター
　　　　　（蒲郡市神明町 8‒10）

日商PC検定（プレゼン資料作成）3級

髙井 萌さん　高校 3年生
思っていたよりも難しかったですが、やってき
たことのすべてを出し切ることが出来てよかっ
たです。

東
三
河
工
業
用
水
道

安
定
し
た
工
業
用
水
道
を

　
　
　
　
　
　

ご
利
用
下
さ
い

東
三
河
工
業
用
水
道

安
定
し
た
工
業
用
水
道
を

　
　
　
　
　
　

ご
利
用
下
さ
い
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「
そ
の
情
報
発
信
で

大
丈
夫
で
す
か
？
」

　

今
回
は
地
域
発
の
情
報
発
信
の
在

り
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

　

10
月
26
日
、
東
京
・
銀
座
の
四
丁

目
交
差
点
か
ら
ほ
ど
近
い
都
心
の
一

等
地
に
、
長
野
県
の
情
報
発
信
の
拠

点
と
し
て
「
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」

と
い
う
商
業
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
１
階
に
は
、
果
物
や
野
菜
な

ど
に
加
え
、
地
ビ
ー
ル
や
ワ
イ
ン
、

日
本
酒
や
ジ
ャ
ム
、
そ
ば
な
ど
が
充

実
し
た
県
産
品
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
酒
や
地

ワ
イ
ン
と
、
地
域
の
食
材
を
使
っ
た

お
つ
ま
み
が
一
品
５
０
０
円
か
ら
楽

し
め
る
お
し
ゃ
れ
な
バ
ー
も
あ
り
ま

す
。
場
所
柄
、
仕
事
帰
り
に
ち
ょ
っ

と
立
ち
寄
る
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。

長
野
県
の
良
さ
を
気
軽
に
繰
り
返
し

体
験
す
る
場
所
と
し
て
、
と
て
も
よ

く
で
き
て
い
ま
す
。
開
業
２
日
目
に

足
を
運
ん
で
み
た
と
こ
ろ
、
さ
す
が

に
人
通
り
の
多
い
と
こ
ろ
で
、
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
は
た
い
へ
ん
な
人
気

を
集
め
て
い
ま
し
た
。
２
階
に
は
イ

ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
観
光
案

内
や
体
験
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
、

さ
ら
に
４
階
の
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ

ー
ス
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
や
移

住
の
相
談
な
ど
の
拠
点
と
し
て
使
わ

れ
る
よ
う
で
す
。
こ
の
あ
た
り
は
、

行
政
の
意
向
が
色
濃
く
出
た
場
所
づ

く
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
気
に
な
っ
た
の
は
、
こ

の
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
を
紹
介
し
て

い
る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
つ
く
り
方
で

す
。
サ
イ
ト
を
開
く
と
画
面
い
っ
ぱ

い
に
観
光
名
所
や
名
産
品
の
写
真
が

ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
て
、
す
ぐ
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ア
プ
リ
の
紹
介
や

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
の
案
内
が
現
れ

ま
す
。
一
見
〝
イ
マ
風
〞
で
す
が
、

あ
ま
り
情
報
は
伝
わ
っ
て
き
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
そ
の
場
所
に
行
き
た
く
な
る

よ
う
に
、
ほ
か
で
は
手
に
入
ら
な
い

品
物
や
体
験
の
素
晴
ら
し
さ
を
整
理

し
て
伝
え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、「
長
野　

観
光　

お
す

す
め
」
や
「
長
野　

グ
ル
メ
」
の
キ

ー
ワ
ー
ド
で
検
索
し
て
も
こ
の
サ
イ

ト
が
出
て
こ
な
い
の
も
、
も
っ
た
い

な
い
話
で
す
。

　

地
域
発
の
情
報
発
信
で
、
あ
り
が

ち
な
の
が
、「
あ
れ
も
こ
れ
も
い
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
」
と
し

ゃ
べ
り
す
ぎ
て
い
て
、
肝
心
な
情
報

が
よ
く
伝
わ
っ
て
こ
な
い
ケ
ー
ス
で

す
。
情
報
発
信
の
基
本
を
も
う
一
度

武
田  

双
雲 

／

　
　
　
　
　
た
け
だ
・
そ
う
う
ん

　

１
９
７
５
年

熊
本
生
ま
れ
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
「
天
地
人
」

の
題
字
な
ど
を

揮
毫
。
日
テ
レ

「
世
界
一
受
け
た

い
授
業
」
な
ど
多

数
の
メ
デ
ィ
ア

出
演
。
著
書
に

『
上
機
嫌
の
す
す

め
』
な
ど
が
あ
る
。

整
理
す
る
と
、（
１
）「
私
に
と
っ
て

何
か
良
い
こ
と
」
が
あ
る
か
ど
う
か
、

（
２
）「
そ
れ
が
他
に
比
べ
て
ど
う
な

の
か
？
」
が
、
分
か
り
や
す
く
表
現

さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
で
す
。

　

情
報
発
信
の
や
り
方
に
は
、
単
に

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ペ
ー
ジ
を

つ
く
る
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な

形
が
あ
り
ま
す
。
以
前
に
も
ご
紹
介

し
た
和
歌
山
県
の
み
な
べ
町
で
、
地

元
の
産
品
で
あ
る
梅
干
し
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
に
、
梅
干
し
の
お
に
ぎ

り
を
推
奨
す
る
条
例
を
町
議
会
で
制

定
し
ま
し
た
。
物
珍
し
さ
も
あ
っ
て

テ
レ
ビ
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ

ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、

一
定
の
宣
伝
効
果
は
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
も
情
報
発
信
の
一
つ
の

か
た
ち
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
、
真
面
目
に
情
報
発
信
の
視

点
で
考
え
る
と
、
勝
負
は
こ
れ
か
ら

で
す
。
本
気
で
情
報
を
伝
え
た
い
相

手
は
、
も
ち
ろ
ん
「
お
に
ぎ
り
」
を

に
ぎ
る
お
母
さ
ん
で
す
。
一
過
性
の

話
題
だ
け
で
は
進
ん
で
梅
干
し
を
採

用
し
続
け
て
く
れ
る
と
は
思
え
ま
せ

ん
。
ず
っ
と
愛
さ
れ
て
い
く
た
め
に

は
、
健
康
な
子
ど
も
の
成
長
を
願
う

母
親
の
愛
情
を
理
解
し
て
、
そ
こ
に

ど
の
よ
う
な
貢
献
が
で
き
る
の
か
を

今
後
、
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
伝
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

日
経
Ｂ
Ｐ
ヒ
ッ
ト
総
合
研
究
所

　
　
　

上
席
研
究
員　

渡
辺　

和
博

言

葉
の
力

「
選
択
と
集
中
」

  

選
択
と
は
、

  

何
か
を
手
放
し

  

諦
め
る
、
や
め
る
こ
と
。

  

手
放
し
た
時
か
ら

  

そ
の
余
白
に
新
し
い
風
が
流
れ
込
む
。

  

手
放
す
勇
気
を
。

  

そ
し
て
そ
の
後
の
集
中
力
の
す
ご
さ
を

  

体
感
し
よ
う
。

 

書
道
家　

武
田　

双
雲
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「
休
む
こ
と
の
効
用
‐
休
み
方
の
改

 

革
は
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
‐
」

　

人
手
不
足
、
働
き
手
の
減
少
が
続

く
下
で
、
日
本
経
済
の
活
力
を
維
持

す
る
た
め
に
は
、
生
産
性
を
引
き
上

げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め

に
必
要
な
こ
と
が
労
働
市
場
の
改
革

で
あ
る
。
海
外
も
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

試
金
石
と
し
て
、
日
本
の
労
働
市
場

改
革
に
注
目
し
て
い
る
。

　

日
本
の
労
働
市
場
は
農
業
、
医
療

分
野
な
ど
と
並
ん
で
規
制
が
強
固
な

「
岩
盤
」
と
見
な
さ
れ
、
改
革
の
焦

点
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
改
革
の
ポ

イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
の
は
「
働
き

方
」
で
あ
る
。
効
率
よ
く
働
く
と
同

時
に
、
年
功
序
列
制
度
の
見
直
し
、

非
正
規
雇
用
の
処
遇
の
改
善
、
長
時

間
労
働
の
是
正
、
有
給
休
暇
の
取
得

促
進
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の

実
現
な
ど
を
通
じ
て
、
個
々
の
従
業

員
の
状
況
に
応
じ
た
柔
軟
な
働
き
方

を
実
現
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
人
手
不
足
の
深
刻
化
と
人
材

余
剰
が
併
存
す
る
と
い
う
ミ
ス
マ
ッ

チ
を
改
善
す
る
た
め
、
一
人
ひ
と
り

が
自
分
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
で

き
る
よ
う
能
力
開
発
や
労
働
移
動
の

円
滑
化
な
ど
を
進
め
る
こ
と
も
課
題

だ
。
さ
ら
に
、
女
性
の
活
躍
促
進
、

子
育
て
支
援
の
観
点
か
ら
も
、
男
性

や
正
社
員
の
働
き
方
の
見
直
し
が
必

要
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
働
き
方
を
ど
う
変
え
る

か
を
議
論
す
る
だ
け
で
は
、
労
働
市

場
改
革
は
な
か
な
か
進
ま
な
い
。
日

本
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
多
く
は
、
長

時
間
労
働
が
会
社
に
貢
献
す
る
こ
と

だ
と
感
じ
て
い
る
。
ま
た
、
病
気
や
、

や
む
を
得
な
い
と
き
以
外
に
は
休
み

を
取
る
こ
と
に
た
め
ら
い
を
感
じ

る
。
経
営
者
も
従
業
員
が
ひ
た
す
ら

働
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
こ
れ

で
は
働
き
方
を
改
革
す
る
と
い
っ
て

も
、
休
暇
を
取
っ
た
り
、
労
働
時
間

を
減
ら
す
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
な
か

な
か
働
か
な
い
。
日
本
で
は
、
人
生

の
ほ
と
ん
ど
が
働
く
こ
と
で
あ
り
、

休
む
こ
と
は
そ
の
余
り
、
文
字
通
り

余
暇
と
い
う
発
想
で
し
か
な
い
。
そ

も
そ
も
休
む
こ
と
の
効
用
が
理
解
さ

れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

経
営
者
は
、
長
時
間
労
働
の
是
正

や
有
給
取
得
率
の
向
上
が
生
産
性
の

上
昇
に
つ
な
が
る
こ
と
を
、
ど
れ
だ

け
理
解
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
働
く

側
も
、
働
く
こ
と
と
休
む
こ
と
が
同

等
に
大
事
な
こ
と
と
思
っ
て
い
る
だ

ろ
う
か
。
休
み
を
積
極
的
に
取
る
こ

と
が
自
ら
の
価
値
を
高
め
、
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
し
、
結
果

的
に
家
庭
に
も
、
勤
め
先
に
も
、
社

会
に
も
貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と

を
ど
れ
ほ
ど
理
解
し
て
い
る
だ
ろ
う

か
。

　

確
か
に
、
こ
こ
に
き
て
、
社
内
で

旧
来
の
制
度
を
見
直
し
て
子
育
て
層

を
優
遇
す
る
動
き
や
、
残
業
の
削
減
、

計
画
年
休
の
取
得
促
進
、
時
間
単
位

の
有
休
取
得
な
ど
、
柔
軟
な
働
き
方

の
実
現
に
取
り
組
む
企
業
は
増
え
始

め
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
社
会
全

体
で
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
実

現
し
て
い
く
に
は
ま
だ
ま
だ
程
遠
い

状
況
で
あ
る
。
働
き
方
を
変
え
る
た

め
に
も
、
休
み
方
を
大
胆
に
変
え
る

と
い
う
発
想
に
立
っ
て
、
日
本
全
体

の
改
革
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

中
小
企
業
で
は
こ
う
し
た
改
革
は
難

し
い
と
い
わ
れ
る
が
、
中
小
企
業
こ

そ
、
人
材
確
保
、
人
材
育
成
が
急
務

で
あ
り
、
改
革
の
必
要
性
も
高
い
。

　

休
み
方
の
改
革
は
、
労
働
者
個
人

や
家
庭
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
で
あ
る
だ

け
で
は
な
い
。
地
方
の
活
性
化
に
と

っ
て
も
大
き
な
効
果
が
見
込
ま
れ

る
。
例
え
ば
、
地
域
の
祭
り
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
で
学
校
休
日
な
ど
に
合
わ

せ
て
有
給
休
暇
取
得
を
企
業
や
住
民

に
働
き
か
け
る
と
い
う
試
み
が
行
わ

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
企
業

の
休
暇
取
得
へ
の
理
解
が
進
み
、
多

く
の
家
族
が
地
域
の
催
し
や
宿
泊
を

伴
う
旅
行
に
出
か
け
、
地
域
が
潤
う

効
果
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。
加
え
て
、

地
域
に
お
け
る
働
き
方
の
見
直
し
へ

の
意
識
が
醸
成
さ
れ
、
地
域
愛
も
生

ま
れ
て
い
る
と
い
う
。
地
域
ご
と
の

働
き
方
や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

を
見
直
す
こ
と
で
地
域
の
差
別
化
に

も
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

　

休
み
方
の
改
革
は
働
き
方
の
改
革

に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
地
方
活

性
化
の
切
り
札
に
も
な
り
得
る
。
働

き
方
、
休
み
方
の
改
革
を
進
め
る
た

め
に
は
、
と
り
わ
け
、
学
校
の
休
日

の
柔
軟
な
設
定
と
、
中
小
企
業
の
就

業
環
境
を
改
善
す
る
た
め
の
環
境
整

備
が
欠
か
せ
な
い
。

 

（
11
月
１
日
執
筆
）

　

 

日
本
総
合
研
究
所

 

理
事
長　

高
橋　

進
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Ｑ.事業の内容を教えて下さい。

　平成25年11月にオープンし
たクラスポ蒲郡内にあるボウリ
ング場です。子供から大人まで
誰でも気軽に、そしてお得に楽
しめるお店です。専門スタッフ
も在籍していますので、本格的
にボウリングを楽しんでいただけます。
Ｑ.ボウリング・お店の魅力を教えて下さい。

　ボウリングは小さなお子様からご
年配の方まで幅広い世代の方々が誰
でも簡単に楽しめる長寿スポーツで
す。最近では健康ボウリング教室が
全国的に人気を集めています。

　当センターはオープンから地域最安の料金を設定し、
子供会様や団体予約のお客様の各種セットも低料金でお
楽しみいただけます。
　明るく開放的なオープンレーンと、仲間と周りを気に
せず楽しめる個室のようなファミリーレーンがありま
す。小さなお子様でも楽しめるように軽量ボールやカメ
レオンすべり台なども設置し、全レーンがガーターにな
らないバンパーレーンに対応しています。
Ｑ.「チャレンジカーニバル」を企画したきっかけはなんですか？

　11月に迎える開場一周年を記念して、普段ではできない
ようなイベントを開催して皆様に楽しんで頂きたく企画し
ました。多くのプロボウラーの方々に協力して頂きました。

Ｑ.「チャレンジカーニバル」について教えて下さい。

　11月2日から12月8日までの期間に現在テレビでも活
躍中の『P★リーガー』櫻井麻美プロやキムスルギプロ、
中村美月プロを含む合計12名のプロボウラーのチャレ
ンジマッチを毎週土・日に開催します。『次世代P★リー
ガー』の前屋留美プロや鶴井亜南プロも参加されますの
で、是非会いに来て下さい。1日にお昼と夜の2シフト開
催しますので、多くの皆様に楽しんで頂けると思います。
Ｑ.読者の方へメッセージをお願いします。

　皆様に支えられて一周年を迎えることが出来ました。
これからも地域の方々に愛される、居心地の良いお店を
目指してがんばりますのでよろしくお願いします。事業
所様での福利厚生や懇親会などには是非「ボウリング」
で「蒲郡オレンジボウル」をご利用下さい。ご予約・お問
合せ等をお待ち致しております。

【事業所概要】

事業所名：オレンジボウル株式会社 
所 在 地：蒲郡市鹿島町浅井新田 1-26
代表者名：有賀　貴文
電話番号：0533-68-8555
営業時間：月曜～木曜　10:00 ～ 25:00
　　　　　金・祝前日　10:00 ～ 27:00
　　　　　土　曜　日　 8:00 ～ 27:00
　　　　　日曜・祝日　 8:00 ～ 25:00
定 休 日：年中無休
ホームページ：http://orangebowl.jp/

～おかげさまで１周年～

チャレンジカーニバルを開催

蒲郡オレンジボウル

新商品の開発や店舗改装などをPR出来ます。掲載を
希望される事業所は、本所広報担当までご連絡下さい。

　掲載対象：PRしたい情報のある事業所
　掲 載 数：1～ 2事業所
　掲 載 料：無料
　お問合せ：蒲郡商工会議所 広報担当

TEL  0533-68-7171

『会員ニュース』掲載事業所募集中 !!

会員ニュース

◆12.1月の商工相談日◆（無料です。12時～13時休憩）
◎ 担当の都合により、日時を変更する場合もありますので、前もって
電話を下さると好都合です。（TEL0533－68－7171）

相 談 相 談 日 担 当 相 談 相 談 日 担 当

経 営 Ⅰ

（ 予 約 制 ）

12月 1月
中小企業診断士

日本政策金融公庫
中小企業事業（予約制）

12月 1月
日本政策金融公庫
岡 崎 支 店随時開催 随時開催

経 営 Ⅱ

（ 予 約 制 ）

16日㈫ 20日㈫ 蒲信経営相談センター
中小企業診断士

日本政策金融公庫
国民生活事業（予約制）

18日㈭ 15日㈭ 日本政策金融公庫
豊 橋 支 店10：00～12：00 10：00～12：00

特 許
26日㈮

13：00～16：00
休　み 尾 崎 弁 理 士 愛知県信用保証協会

19日㈮ 16日㈮ 愛知県信用保証協会
東 三 河 支 店13：00～16：00

年 金 相 談
11日㈭・25日㈭ 8日㈭・22日㈭

豊橋年金事務所
下請取引あっせん

（ 予 約 制 ）
随時開催

（公財）あいち産業
振 興 機 構9：30～15：30

法  　   律

（ 予 約 制 ）

3日㈬ 7日㈬
坂 口 弁 護 士 税 務

9日㈫ 13日㈫ 東 海 税 理 士 会
豊 橋 支 部13：00～16：00 13：00～16：00

登 記・ 測 量
12日㈮

13：00～16：00
休　み

司 法 書 士
土地家屋調査士

※このほか、労働保険、小規模企業共済、経営セーフティ共済等の
相談は随時行っています。

経営Ⅰは、仕入れ・販売計画、生産計画、後継者対策、企業診断など　経営Ⅱは、経営改善計画・経営革新計画・新規事業経営計画策定など
予約制の相談は前もってご連絡下さい。


